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UNDPとTICAD VI 



 

 

UNDPの役割： 
UNDPアフリカ局長（アブドゥラエ・マール・ディエエ氏）がTICAD開催の提唱者の一人となる。 
TICAD II からUNDPは共催機関となり、TICADの重点分野に沿って、議題の設定やプログラムの策
定、実施、モニタリング、フォローアップ会合等を支援。日本の政府、企業、市民社会等と協同。 
アフリカ全54か国の拠点を活用し、政策策定、開発プロジェクト実施においても幅広い支援を実施。 
 

UNDPとTICADの歩み 

出所：UNDP TICADVIパンフレット「アフリカ開発のためのパートナーシップ」 



ジェンダーの不平等 
 

経済成長の停滞と新たなリスク要因（過激主義、気候変動等） 
 

• 第1次、第3次産業への依存 
 

⇒持続可能かつ雇用創出を伴う第
2次産業の成長が不可欠 
 
• 若者の雇用・機会拡大のニーズ 
    

• 2010年以来、サブサハラ以南の
ジェンダー不平等による経済的損
出は950億米ドル（年平均） 

 
⇒ジェンダー格差解消により 
   2桁の経済成長が可能 

産業構造の課題 

UNDPのアフリカに対する課題認識 

出所：TICADVI開会式におけるヘレン・クラーク総裁による共催者スピーチ 



UNDPの優先検討課題 

1. 人（特に女性、若者）への投資 
 教育、職業訓練、保健、住宅、社会保障など 

2. 若者の潜在能力発揮 
 都市部・地方の若者の格差是正 

3. 開発を推進する国家の能力向上 
 制度、公共サービス、法の支配などの能力強化 

4. 天然資源基盤の活用と生態系保全の両立 
 強靭な環境政策の枠組み、および気候変動の緩和と適応に 
 向けた行動を通じ、強靭性を強化 

5. 地域統合に向けた支援 
 必要な政策改革、およびインフラ整備への投資支援を通じ、域内貿
 易の増加、競争力の強化 
 

 
出所：TICADVI JICAサイドイベント「産業開発とアジェンダ2063
の実施によるアフリカの転換」におけるヘレン・クラーク総裁スピーチ 



アフリカ人間開発報告書2016からの提言 

ジェンダー平等のための４つの指針 
 

1. 女性の経済的エンパワーメントを促進す
る法改革、政策、プログラムを採用 
 

2. 家庭、経済、社会における意思決定へ
女性の参加、リーダーシップ促進をするた
め国の能力強化 
 

3. 保健・教育の差別的慣行を軽減するた
めのマルチセクター型アプローチの導入 
 

4. 女性が経済・環境資産を所有し、管理 
 

 
  

 

出所：アフリカ人間開発報告書2016 



 

アフリカ開発・SDGs達成に向けた 
民間ビジネス支援スキーム 



UNDPによる日本の民間企業への支援 
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動機づけ 
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案件形成 
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実施 
Implementation 

②SDGs Hollistic 
Innovation 
Platform (SHIP) 
SDGsに資するビジネスを
始める民間企業のビジネ
スコンセプト作りを支援 

③Inclusive Market 
Development (IMD) 
全世界のインクルーシブビ
ジネスの事例を調査・分析
したデータベースを基に
Feasibility Studyを支援 

④Capacity 
Development 
国事務所の持つ多様な
プログラムによりSDGsに
資するビジネス形成に必
要な市場の需要創出を
支援 

①SDGs Promotion 
マスメディア、ソーシャルメ
ディア、出版、講演、研
修、イベント、親善大使
等を通じたSDGsのプロ
モーション活動 

⑤Business Call to 
Action (BCtA) 
国連のお墨付きを得ること
で、知名度と信用力を高
め、資金調達、補助金・
許認可取得、パートナー
シップ形成を容易に 
 

Business 

SHIP 



エグゼクティ
ブプログラム 

（有料） 

ディスカバリープログラム 

SDGs導入ワーク
ショップ 

SDGsテーマ別 
ワークショップ 

国際的課題 
認識 

戦略・ 
ビジョン 

課題 
発見 

コンセプト化 
事業 
モデル化 

オープン 
プログラム 

イノベーションプログラム 

価値仮説創出 
ワークショップ 

ビジネスモデル構築 
ワークショップ （無料） 

デジタルプラットフォーム 

（１）計画策定フェーズを細分化し、各検討フェーズに応じたプログラムを提供 

SDGs Holistic Innovation Platform (SHIP) 

計画策定 

•複数テーマを俯瞰 
•事業機会を発見 

•特定テーマ深堀 
•課題解決型ビジネスモデル構築 

• SDGsへの導入 
•啓蒙活動 



SDGs Holistic Innovation Platform (SHIP) 
（２）多様なステークホルダーを巻き込んだエコシステムを構築・拡大 

＜目的＞ 
SDGs × イノベーション  
＝未踏の市場・産業の創造  

参加企業 
UNDP 

日本・ 
現地政府 

開発援助 
機関 

民間 
金融機関 

ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾊ
ﾌﾞ 

ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ
企業 NGO／

NPO 

留学生 
ｺﾐｭﾆﾃｨ 

国内外 
大学 

メディア 

経済団体 

専門家
集団 

• 事業創造・イノ
ベーションの牽引 

• 世界各国政府との
ネットワーク 

• SDGsの知見 

• 日本人が持てない
多様な視点 

• イノベーション 
教育 

• 社会課題の 
ナビゲーション 

• イノベーション 
加速支援 

• リスクマネー 
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